
 

石薬師地区明るいまちづくり協議会

（総務広報部）

令和４年(２０２２年)１０月２０日石明協だより
いし めい きょう

昨年、救急搬送された人数は、8907人

そのうち軽症者は4138人でした。

１時間に1人の割合で搬送し続けている状態です。

石薬師ふれあいフェスティバル＆まちづくりラリーですが、２０２２年９月現在（原稿執筆時）、

新型コロナウイルス（ｃｏｖｉｄ－１９）のオミクロン株の感染拡大とそれに対する現状での感

染防止対策等を総合的に判断し、やむなく中止の判断とさせていただきました。３年連続での中

止となりましたが、来年は感染が収束し、今年度準備していた内容を引き継ぎ盛大にできるよう

考えておりますので、皆様楽しみにお待ちください。

石薬師ふれあいフェスティバル＆まちづくりラリー中止の連絡

石明協では各種行事で使用している備品の貸出を行っています。

各種スポーツ用品（ソフトボール、ソフトバレー、ファミリーバトミントン等）や

テント、トランシーバー等、多種多様なものがあります。

右記の時間に石薬師市民センターの地域部屋に事務員が

待機していますので、お問い合わせください。

是非自治会活動等にご活用下さい。

備品の貸出を行っています。

実習講師の田中勝也さん、補助講師の藤田和美

さん(上田)・川北重治さん(鞠鹿野)・⾧田耕一さ

ん(本町)・山下和男さん(北町)貴重な体験をさせ

ていただき、どうも有難うございました。

最高気温が３５度を超える猛暑日のなか、石

小５年生３６名が、今年の春に植え付けした

田んぼで、稲刈り体験をしました。

児童は、二組に分かれて稲を刈り、ワ

ラで束ねて一か所に集め、コンバイン

で脱穀を行いました。また、昔と現在

の稲刈り作業の違いも学習講師の方に

教えてもらいました。

日時：８月２４日(水曜日)

場所：上野町

ＡＥＤ講習会
日時：９月６日(火曜日)

場所：公民館
参加人数：１３人

救急車を呼ぶ時その人の容態を詳しく説明

するのも大切ですが住所をいの1番に告げ

てもらった方が良いとの事でした。数秒で

も数分でも早く現場に到着し命を助けたい

との事でした。

救急隊に、引き継ぐまで、または傷

病者が目を開けたり、普段どおりの

呼吸が出現するまで心肺蘇生を続け

る事が第一との事でした。



石小の運動会に向け、教職員・PTA・石明

協の合同で樹木や植木の剪定の環境整備と

前日のテント張りを行いました。

テント張りは、６年生の児童も参加し石明

協メンバーにコツを

教えてもらいながら、

苦戦もしつつ頑張って

くれました。
運動会はコロナ感染拡大防止の観点で、規

模を縮小しての開催となりましたが、児童

達は、みんな晴れやかな顔で整列し、校⾧

先生の言葉や、児童会会⾧の挨拶を聞いて

いました。

石明協から提供したテントがまさに、この

日の為に役に立っているなと感じるほどの

快晴で気温も高いお天気でした。

髙田淳二さん
（中町）

◎彫型画

メンバー 石薬師小学校運営協議会委員

★
青色回転灯機器を装着して巡回

★
防犯シールを車両に貼り付けて巡回

・通学路を中心に、主に下校時間に

合わせて巡回する。

・巡回時は青パト点灯する。

・巡回で異常を確認した場合は、

「警察」「学校」へ連絡する。

「わあ～緑が見える！」彫型画「箱根杉並木」

もう７～８年前になるでしょうか。

毎年秋に行われている石薬師フェスティバルに私の

出品した彫型画「箱根杉並木」をみたとたんある女

性が発した言葉が表題の「わあ～緑が見える！」

型地紙：美濃和紙を柿渋で３枚貼り合わせたもの

彫型画：伊勢型紙を使い、小刀、キリ等で表現する手法

というものでした。彫型画とは型地紙の茶色と裏貼

りの台紙の白だけで、作品に表現されているすべて

の色を表現する（雪の白さも真っ赤なバラ

も・・・）ものですが当然、茶と白だけでは表現し

きれないものがありすぎる程あります。それが彫型

画のもつ宿命だと思うのです。（私はそう思ってい

ます）ですから冒頭の「わあ～緑が見える！」とい

う女性の感想は私にとって最上のほめ言葉といえる

くらいうれしいものでした。最近は色を使った彫型

画も多くなってきましたが、私はやはり（茶と白）

にこだわっていきたいと思っています。

環境整備：９月１０日(土曜日)

テント張り：９月３０日（金曜日）
運動会：１０月１日(土曜日)


